
Ee-P005 会場：ポスター 時間：6月9日　17:30-19:30

沿磁力線電流・電場特性への電離層からのFeed-back効果

Ionospheric Feedback effects for the current-voltage relationship
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A k e b o n o衛星による磁場及び粒子観測のデータから、オーロラ粒子加速領域における上向きの沿磁力線電流の
キャリアーは、磁気圏起源の電子だけでなく電離層起源と考えられる低エネルギー電子も無視できないことが解
ってきた。また更にこの領域では、一般に沿磁力線電流は領域の低緯度側で大きくなる傾向があるが、磁気圏起
源粒子の分布に変化はあまりない事がわかった。これは電離層の電気伝導度が粒子加速メカニズムへ大きく寄与
する為であると考えられる。講演では、いくつかの電離層からのF e e d b a c k効果のモデルを参考に、粒子加速領域
における電離層電気伝導度や沿磁力線電流・電場の空間特性について議論する。

オーロラ粒子加速領域における加速電位差と電流の量的関係はおもに、上向き沿磁力線電流のキャリアーとし
て磁気圏起源の電子のみを与えたモデルで考えられてきた。しかし、加速領域中の現象を観測するA k e b o n o衛星
で得られたデータ解析の結果、加速領域中では、磁気圏起源電子以外の電子で数百e V程度までのエネルギーを持
つ電子もまた電流に寄与する事が解ってきた。最近では、長期間の衛星観測から、粒子の電離層への降下量に季
節変動があることも解ってきたため、電離層の電気伝導度がこの領域における粒子加速メカニズムへ大きく寄与
する可能性も指摘されている。

ディスクリートオーロラ領域を流れる上向きの沿磁力線電流は通常、電離層を主に緯度方向に流れるP e d e r s e n
電流を介して低緯度側に流れる下向きの沿磁力線電流とつながる。従って、上向き電流領域で電離層に振り込ん
だ粒子による電離層伝導度の変化は電離層電流により緯度方向に伝わり、沿磁力線電流・電場もまた変化すると
考えられる。A k e b o n o衛星に搭載されたLEP (低エネルギー粒子観測器）及び、MGF (磁場計測装置) のデータか
ら、オーロラ粒子加速領域における沿磁力線電流の特性を調べた結果、一般に沿磁力線電流は領域の低緯度側で
大きくなる傾向が見られた。一方、磁気圏起源粒子の分布に変化はあまりない。従って、沿磁力線電流の緯度変
化はs o u r c e領域の粒子分布ではなく、むしろ粒子降下により変化した電離層伝導度によるF e e d b a c kが影響してい
ることが期待される。

講演では、いくつかの電離層からのF e e d b a c k効果のモデルを参考に、粒子加速領域における降下粒子による電
離層電気伝導度や沿磁力線電流・電場の空間特性について議論する。


